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共催  大府市歴史民俗資料館　
協賛  株式会社三菱ＵＦＪ銀行
※今後の状況等により、
　内容が変更となる場合があります。
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大府商工会議所

旧大倉和親別荘離れ

〒474-0026  愛知県大府市桃山町5-180-1
T E L 0562-48-1809
開館時間 9：00～18：00（入館17：00まで）
会期中休館日 1/23㈪、27㈮、30㈪、

2/13㈪、20㈪、24㈮、27㈪、
3/6㈪

入 館 料 無料

大府市歴史民俗資料館 旧大倉和親別荘離れ

　大倉陶園は大倉孫兵衛、和親父子によって大正8（1919）

年に創立されました。日本陶器株式会社（現ノリタケカンパ

ニーリミテド）、東洋陶器株式会社（現TOTO株式会社）、日

本碍子株式会社（現日本ガイシ株式会社）の設立に携わるな

ど、日本の陶磁器産業の発展に尽力してきた父子が私財を

なげうって挑んだのは「美術陶磁器」の製造でした。これは、

国賓や要人のもてなしの席で供される洋食器が海外のメー

カーで占められている状況を遺憾とし、利益を求めるよりも国

産製品の育成を目指したことに起因します。

　大倉陶園の磁器は、西洋の名窯にも比肩する高い品質を

有していると評価されています。日本人ならではの感性が随

所にみられる品格を備えた洋食器は、皇室をはじめ数多くの

文化人や財界人に愛されたほか、老舗ホテルやレストランで

も供されてきました。大倉和親ゆかりの地である大府市で開

催される本展では、和親の意向が色濃く反映され、「オールド

大倉」の名で親しまれる戦前の優品をご紹介いたします。

各会場へお車でお越しの際は、大府市役所駐車場をご利用ください。電車でお越しの際は、JR大府駅東口から各会場徒歩10分になります。

第32回 大府盆梅展 入場無料

令和5年2月5日㈰～2月12日㈰
時間：10：00～16：00
　　 （最終日（12日）は15:00まで）
場所：大倉公園（大府市桃山町5-74）
主催：大府市観光協会
後援：大府市、中日新聞社

〒474-0026 大府市桃山町5-77
T E L 0562-45-6236（大府市緑化公園課）
開館時間【1月～2月、11月～12月】8:00～16:15

【3月～4月、9月～10月】8:00～17:00
【5月～8月】8:00～18:30

入 館 料 無料
定 休 日 無休　

※料金は変更になる可能性がございますので
　公式サイト等でご確認ください

T E L 0562-47-5000
受付時間 8:30～17:15
休 業 日 毎週土・日曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）

大府商工会議所 〒474-8503
愛知県大府市中央町5-70

会期中同時開催

長い年月丹精込めて育てられた
芸術品の盆梅約70点を展示。
梅の香りに癒されましょう。

会 場 大府商工会議所 3階ホール
講 師 山口 敦子 氏（岐阜県現代陶芸美術館 学芸員）
日 時 令和5年2月5日（日） 13:30～15:00
定 員 80名

記念講演会

「大倉和親と大倉陶園」
先着順

色蒔一輪挿　色蒔ボンボニエール
昭和3（1928）年

蒔絵銀杏文紅茶碗皿
昭和3（1928）年

白磁金彩デミタスセット　昭和４（1929）年

金蝕柘榴ベリーセット　昭和3（1928）年

岡染付薔薇花瓶
昭和10-20（1935-1945）年

瑠璃透彫サービス皿　昭和15-20（1940-1945）年


